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ﾁｪｯｸ項目 はい いいえ 工夫している点
腺題や改醤すべき点を踏まえた

改醤内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

7

② 職員の配置数は適切である 7

③

生活空間は､本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっている｡また､障害の特性に
応じ､事業所の設備等は､バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされてい
る

7

・登所時の準備内容を、見て分かるよう
に写真で手順を提示している。
・空間はコーナーに仕切り、何をする所
かがわかるようにしている。
・トイレは大人仕様なので、足台を置き
安心して排泄が出来るようにしている。

④
生活空間は､清潔で､心地よく過ごせる環境
になっている｡また､子ども達の活動に合わ
せた空間となっている

7

・午前の療育の後や午後の療育の後に
室内の玩具や室内の整理・消毒を実施
し、こどもたちが安心して遊べる空間に
努めている。

・こどもたちに合わせた空間に
なっているかと言われると、ま
だまだ課題はある。もう少しシ
ンプルに整理された空間になる
ように職員間で工夫をしていき
たい。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標 設定と振り返り）に､広く職員が参画
している

7
・出来るだけ職員みんなの声を聞き、そ
れを反映しようとしている。

・職員が自分の考えや思いを
もっともっと活発にだし合い、業
務改善に繋がる工夫をしてい
く。

⑥

保護者等向け評価表により､保護者等に対
して事業所の評価を実施するとともに､保護
者等の意向等を把握し､業務改善につなげ
ている

7
・保護者向け評価表の意向をふまえ、前
向きに改善するように努めている。

・来年度は保護者の方々の意
向である、保護者同士の交流
が出来るようにしていく。保護
者同士の交流が大切であるこ
とを深く認識している。OBの保
護者の方も来ていただく予定。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価 表の結果を踏まえ､事業所として自己評
価を行うとともに､その結果による支援の質
の評価及び改善の内容を､事業所の会報
やホームページ等で公開している

7
・毎年結果をホームページで公開
をしている。また、各保護者の方
々にはまとめをお渡ししている。

⑧
第三者による外部評価を行い､評価結果を
業務改善につなげている

7
・外部団体による第三者評価は、現在実
施していない。

・どこかの区切りで実施しようと
思っているが、未定。

⑨
職員の資質の向上を行うために､研修の機
会を確保している

7

・職員の質を高めるために年５回、講師
を招聘し専門職研修を実施しています。
また、いろいろな方と接し、学べるように
外部団体の研修にも積極的に参加する
ようにしています。

・研修などで学んだことを療育
に活かしながら、こらからは児
童発達事業所間で療育内容を
報告し合い、自分たちのしてい
る療育の振り返りなどが出来る
ように、東部児童部会などに働
きかけていく。、

事業所における自己評価結果（公表）
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⑩
アセスメントを適切に行い､子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で､
児童発達支援計画を作成している

7

・まだまだ十分とはいえないが、こどもさ
ん一人ひとりの状況を出来るだけ正しく
把握できるように、かばくんのアセスメン
トツールを作成し、活用していまる。

・職員の意向などもふまえ、ア
セスメントツールを改善するな
ど、更にこどもさんの状況を正
しく確認し、分析し、指導計画に
反映できるようにしていきたい。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために､標
準化 されたｱｾｽﾒﾝﾄツールを使用している

7
・アセスメントツールに基づき実施
をしている。

・同上の通り。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
てい る

7
・支援計画に沿った支援が出来るように
努力はしているが、まだまだ十分とはい
えない。

・その子に添った支援が出来る
よう児童発達管理責任者を中
心に職員間でしっかり話し合
い、共有認識をもって支援が出
来るようにしていきたい。

⑭
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

7
・児童発達支援管理責任者（実践者）と
職員間で検討し立案をしている。

⑮ 活動ﾛﾗﾑが固定化しないよう工夫している 7
・月案討議等で、具体的に話し合い、一
人ひとりのこどもたちが楽しく活動が出
来るようにしている。

・こどもさん一人ひとりにとって
楽しい活動が沢山経験でき、
『満足感』『達成感』が沢山味わ
えるように工夫をしていきたい。

⑯
子どもの状況に応じて､個別活動と集団活
動を 適宜組み合わせて児童発達支援計
画を作成している

7
・児童発達計画に基づき、毎回療育の前
に、個別の活動の確認と、集団活動の
内容を話し合い実施している。

・集団活動については、皆が一
斉にするのではなく、その子が
したいところで参加したり、参加
したくないこどもには、しつこく
誘ったりせず、その子が今した
い事を選べられるようにしてい
る。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし､
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

7
・打ち合わせをしそれぞれの子どもに合
わせた活動を大切に出来るようにしてい
る。

・そのこが今何を求めているか
を担当者はしっかり把握した上
で、打ち合わせが出来るように
する。

⑱
支援終了後には､職員間で必ず打合せを
し､その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

7
・療育終了後、気付きや反省点（良かっ
た点も含め）を話し合い、今後の療育に
繋げている。

・療育記録などで、十分な振り
返りが出来ないが、次の朝の
会議でも利用して、必要な振り
返りが出来るようにしていく。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底
し､支援の検証･改善につなけている

7
・その日のこどもの活動がわかるように
出来るだけ丁寧な記録に努め、次の支
援に繋げるようにしている。

・こどもの活動を通して、出来る
だけ正しくこどもの姿を分析し、
次の活動に生かせるようにして
いきたい。

⑳
定期的にモニタリングを行い､児童発達支
援計画の見直しの必要'性を判断している

7

・定期的にモニタリングをし、後期の支援
計画に反映できるようにしている。
・見直しが必要な時は、保護者と話し合
い、見直している。

・適切なモニタリングを行い、そ
の子に則した支援が出来るよう
にしていく。

・児童発達支援ガイドラインを、
職員間で何度も読み合わせ、
きちんとした理解が出来るよう
にしていく。
・こどもさんや保護者の方々の
ニーズに出来るだけ叶えられる
具体的な支援が出来るようにし
ていきたい。
・地域支援や家庭支援等を個
別支援計画に反映するようにし
ていく。

適
切
な
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援
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⑫

児童発達支援計画には､児童発達支援ガ
イドラインの｢児童発達支援の提供すべき
支援｣の ｢発達支援（本人支援及び移行支
援）」、 ｢家族支援｣、｢地域支援｣で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が
適切に選択され､その上で､具体的な支援
内容が設定されている

7
・地域支援等の景気が十分でなかった。
⇒来年度の課題



㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画している

7

・現在すべてのこどもさんはセルププラ
ンなので障害児相談支援事業所との関
わりは今のところはない。
・児童相談員資格を持った職員がいるの
で、保護者と一緒に相談をしながらセル
フプランを作成している。

・今後もセルフプランを希望さ
れる保護者には、かばくんのい
えの児童相談員の資格を持っ
た職員が相談にのって作成す
るようにしていく。
・障害児相談支援事業所を希
望される保護者に関しては、積
極的にサービス担当者会議に
参加するようにしていく。

㉒
母子保健や子ども･子育て支援等の関係者
や関係機関と連携した支援を行っている

7
・施設長を中心に敏速に連携を取り支援
が出来るようにしている。

・引き続き関係機関との連携を
大切にしていく。

㉓

(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合） 地
域の保健､医療､障害福祉､保育､教育等の
関係機関と連携した支援を行っている

・現在体制上実施していない。

㉔

(医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害 のある子ども等を支援している場合） 子
どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制 を整えている

・現在体制上実施していない。

㉕

移行支援として､保育所や認定こども園､幼
稚園､特別支援学校（幼稚部）等との間で､
支援内容等の情報共有と相互理解を図っ
ている

7

・必要に応じて園へ、見学や話し合いに
出かけている。また、年に一回かばくん
に通っていただいているこどもさんが
通っている保育園やこども園、幼稚園と
合同研修を行い、出来るだけ共通理解
の上で保育や療育が出来るっように心
掛けている。

・移行支援だけでなく、かばくん
に通っていただいているこども
さんたちが通っている保育園や
こども園、幼稚園等で、出来る
だけ気持ちよく過ごせるように、
今後も関係保育園やこども園、
幼稚園と連携を大切にしていき
たい。

㉖
移行支援として､小学校や特別支援学校
（小 学部）との間で､支援内容等の情報共
有と相 互理解を図っている

7
・必要に応じて情報共有や相互理解を
図るようにしている。

・こどもさんが楽しんで学校に
通えるように、これからもその
子にとって必要な情報は、丁寧
に伝える等、相互理解を図って
いきたい。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所､発達障害者支援センター等の専
門機関と連携し､助言や研修を受けている

7
・適宜助言を受けたり、研修に参加をし
ている。

・専門研修には、積極的に
参加し、その子にとって何が必
要なのか。そして、どう支援をし
たらいいのかを学べるようにし
たい。いろいろな助言や指導な
どを受けながら専門性を高め
たい。

㉘
保育所や認定こども園､幼稚園等との交流
や、 障害のない子どもと活動する機会があ
る

7
・全てのこどもさんは保育園やこども園、
幼稚園等、並行通園をされているので、
今のところは実施していない。

・近くの保育園やこども園、幼
稚園等で、コンサートや一緒に
遊べる機会があれば、こどもた
ちと一緒に参加し、交流が持て
るようにしていきたい。

㉙
(自立支援）協議会子ども部会や地域の子
ど も･子育て会議等へ稲極的に参加してい
る

7
・出来るだけ参加をするようにして
いる。

・かばくんのいえは伏見区のは
ずれで、山科区とも接している
ので伏見区のこども部会や山
科・東山・醍醐こども部会等2カ
所に属していたが、来年度から
は、山科・東山・醍醐部会のみ
に積極的に参加をしていく。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い､子 どもの発達の状況や課題について
共通理解を 持っている

7

・保護者と子育てについて共通理解を深
めるために、療育の後、こどもさんの療
育での姿を話したり、お家での様子など
を伝え合い、見通しを持って子育てが出
来るように働きかけている。

・今後も保護者との話し合い
を大切にしながら、見通しを
持って、楽しく子育てが出来る
ように働きかけていく。
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㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から､保
護 者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント･トレーニング等）の支援を行っている

7
・まだまだ十分とはいえない状況だが、
必要に応じて支援を行っている。

・来年度はもう少し児童相談員
の資格を持った職員が研修を
積み、保護者に対しての支援
プロムラムを実施出来るように
していきます。

㉜
運営規程､利用者負担等について丁寧な
説明 を行っている

7
・急ぎ口調で説明をしていて、申し
訳なく思っている。

・もう少し時間を取らなくても
分かりやすい説明できるように
工夫をしていきたく思っている
が、、。

㉝

児童発達支援ｲﾗｲﾝの｢児童発達支援の提
供すべき支援｣のねらい及び支援内容と､こ
れに基づき作成された｢児童発達支援計
画｣を示しながら支援内容の説明を行い､保
護者から児童発達支援計画の同意を得て
いる

7

・個々に添った支援計画が出来るよう
に、アセスメントやモニタリング等を実施
し、職員間で相談したりしながら作成し、
保護者に説明をし、同意を得ている。

・保護者の方の思いや意向な
どもきちんと反映でき、納得し
ていただける児童発達支援計
画になるように努めていく。

㉞
定期的に､保護者からの子育ての悩み等に
対 する相談に適切に応じ､必要な助言と支
援を行っている

7

・最低年3回は実施している。それ以
外で必要な時には随時実施している。
・保護者の相談には必ず対応するように
している。

・引き続き、定期的に限らず、
気軽に相談できる環境づくりに
努める。

㉟
父母の会の活動を支援したり､保護者会等
を開催する等により､保証者同士の連携を
支援している

7

・コロナ禍より現在に至るまで、保護
者同士の関わる時間、場所が設定で
きていない。
・昨年卒園したOB保護者の集える会は
１度設けた。

・以前保護者同士の交流会を
持っていた場所がコロナ以降
廃業されたため出来なかった
のも理由の一つだが、来年度
は実施できるように場所の確保
をし、OBの保護者にも参加して
いただくように働きかけていく。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、 対応の体制を整備するとともに､子
どもや保護者に周知し､相談や申入れが
あった場合に迅速 かつ適切に対応してい
る

7
・出来る限り迅速に保護者対応が出来
るように体制は取っている。

・今後も相談や申し入れがあ
った時は迅速に対応をする。

㊲
定期的に会報等を発行し､活動概要や行事
予定､連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

7

・毎月かばくんのいえの便りを発行し、
活動の概要や行事予定等々を伝えてい
る。
・必要により随時お知らせを発行してい
る。

・今年度はホームページの充
実を図りたい。
子育てに見通しが持てるため
の参考になる内容にしていき
たい。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している 7
・さらに気を付けるようにする

㊴

障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

7

・視覚支援などこどもさんにとって分かり
よい手段を選択しそれに言葉を必ず添
え、保護者の方には文章で伝えるだけ
でなく、言葉も添えて伝えるようにしてい
る。

・今後も左記に同様、より丁
寧な対応で意思疎通が気持ち
よく出来るように努めていく。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

7
・まだまだ十分とはいえないが、地域
住民の方に来ていただき、ピアノ・コ
カリナコンサートを実施している。

・地域住民の方々との交流は、
今後の課題。

㊶

緊急時対応マニュアル､防犯マニュアル､感
染 症対応マニュアル等を策定し､職員や保
護者に 周知するとともに､発生を想定した
訓練を実施 している

7 ・一応実施している。
・職員全員への丁寧な周知と
丁寧な訓練の実施に努める。

㊷
非常災害の発生に備え､定期的に避難､救
出その他必要な訓練を行っている

7
・全員のこどもさんが体験できるように年
４回は実施している。

・来年度も最低４回は実施でき
るようにしていきたい。
・事前に職員との打ち合わせも
きちんとしていく。

㊸
事前に､服薬や予防接種､てんかん発作等
のこ どもの状況を確認している

7
・療育前に必ず確認し全員が周知できる
ようにしている。

・今後も毎回療育が始まる前に
周知していく。
・保護者の方々にも、登所時
に、こどもさんの健康状態など
を必ず尋ねるようにする。
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㊹
食物アレルギーのある子どもについて､医
師の指 示書に基づく対応がされている

7

・医師の診断結果を保護者の方に報
告をしていただき、それに沿って対応
をしている。

・今後も左記の通りに実施す
る。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で
共有 している

7
・必要事項はその日に記録し、施設長が
確認をし、翌日朝の会議で職員皆で共
有している。

・ヒヤリハットが事故報告書と一
緒になっている時があるので、
ヒヤリハットの意味を周知す
る。

㊻
虐待を防止するため､職員の研修機会を確
保 する等､適切な対応をしている

7

・講師を招聘しての虐待防止の研修をし
たり、京都府や京都市の虐待防止の研
修会に参加した職員が職員に報告をす
る等しながら、自分たちの行動を振り返
るようにしている。

・定期的に虐待委員会を実施
し、自分達の行動（支援等）を
振り返りながら、虐待防止の意
識が高まるようにしていきた
い。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて､組織的に決定し､子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で､児童発達支援計画に記職している

7
・こどもさんにとって拘束と感じられる
行為が無いように、声を掛け合い話し
合っている。

・こどもさんにとって拘束と感じ
られる行為をしないように、施
設長はじめ職員間でしっかりと
療育の取組について話し合え
るようにする。
※拘束とは閉じこめたり、縛っ
たりすることだけではなく、日々
の行動の中で知らず知らずに
行っている事があるかもしれな
いので、気になった事は、声を
掛け合い、気付き、正しい方向
に行動がとれるようにしていく。

○この｢事業所における自己評価結果（公表）」は､事業所全体で行った自己評価です。

非
常
時
等
の
対
応


